
NER工法（New Easy Renewal）

NER工法は、円型水路の老朽化して破損した部分を切断・除去し、水路部分をチューブ型枠で確保したのち、
切除部分にプレキャストブロックを据えて隙間にジェットモルタルを充填し、新しい水路を完成させる工法です。

＜危険です＞
老朽化による円形水路のスリット部の脱落は、開口部が大きくなって車両脱輪
の危険のあるAAの損傷です。 放置しておくと管理瑕疵にも問われかねません。

＜簡単脱着＞
円形水路補修板は特殊SUS製固定金具により簡単・確実に損傷を受けた円形水路に脱着が可能（2分／枚）です。
特殊SUS製固定金具は上部の固定ボルトを回すと右９０度回転して止まり、さらに固定ボルトを回すと水路内部を締
め上げて固定、外す場合は固定ボルトを逆回転させると左９０度回転してスリットから引き出すことができます。

＜高強度＞
輪荷重を受ける面板は溶融亜鉛メッキ縞鋼板（6.0mm）を使
用しております。
軽量・高耐久性をご希望の場合は4.5mmSUS縞鋼板製の
商品もございます。
脱落が進行して開口幅が250㎜まで拡大した状態でも大型
車の前輪荷重を支持可能です。

ワンタッチ式円形水路補修板

片持ち部の切断（縦・横）　養生蓋の設置1
円型の水路片持ち部をコンクリートカッターにより長手方向に縦断
方向切断する。NERブロック設置までの間は補修板により養生する。

仮設資材の撤去・完成4
グラウト練り混ぜ後30分程度を目安に、
チューブ型枠、NER吊り金具を撤去し、
完成する。

チューブ型枠の設置・空気注入2
切断部を横方向切断して小割撤去して、チューブ型枠を設置し、
空気を充填する。

円形水路の破損状況（土工部） 円形水路の破損状況（トンネル部）

特殊SUS製固定金具 固定状況 固定状況 設置完了

円形水路補修板　断面図

円形水路補修板　平面図

縁石が乗っている円形水路対応型の商品もございます。
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縦断方向切断 養生鉄板（ワンタッチ補修板）設置

NERブロックの設置・グラウト充填3
吊り金具の調整ボルトにより、正しい位置にNERブロックを設置する。既存円型水路部とNERブロックの間隙に超速硬無収縮グラウト材を充
填する。

NERブロック裾付状況 高さ調整 NERブロック据付完了 無収縮モルタル充填状況

チューブ型枠設置 空気注入完了
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※モルタル部掛かり代30mm程度を確保

切断後切断位置 漏れ防止パッキン貼付
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New円型水路補修工法 ワンタッチで脱着可能！AAの損傷を即補修！ 特許出願中
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